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「広報」「市議会だより」が閲覧可!

ホームページ	https://www.city.hachinohe.aomori.jp
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Twitter	 https://twitter.com/HachinoheCity
Facebook	 http://www.facebook.com/HachinoheCity

佐藤慎也氏（撮影：川瀬一絵）

佐藤館長とスタッフ、作戦会議中!

問市民連携推進課Ｔ43-9182

駅西地区で盛り上がり隊!駅西地区で盛り上がり隊!
～地域主体のまちづくりを目指して～

45
地 域自慢
発信!

上長地区

○盛り上がり隊の目的と概要
　�　地域住民の皆さんをはじめとする、盛り上が
り隊のメンバーと一緒に、八戸駅西地区がもっ
と魅力的で、住みやすいまちになるよう、FLAT 
HACHINOHEを中心とした、イベントの企画・
立案・実施・参加などの活動に取り組んでいます。

○活動に参加したきっかけと活動に対する想い
　�　「自分たちの住んでいる地域を住みやすい地域
にしたい」「誰でも気軽に参加でき、人が集まるきっ
かけになる活動がしたい」という想いから、活動
への参加を決めました。

　�　盛り上がり隊では、毎月第二水曜日に定例会を開
催し、地域に住む人たちが発案した活動の実現化に
向けた話し合いをしています。イベントを開催すると
きには、一人一人が無理のない範囲で知恵や力を持
ち寄り、楽しんで活動ができています。仕事をしなが

FLAT HACHINOHE（八戸市多目的アリーナ）を中心とした八戸駅西地区でのまちづくり活動について「八戸
駅西地区で盛り上がり隊」メンバーの箱

はこざき

﨑真
し ん や

也さん、彩
さ え こ

英子さんにお話を伺いました。

ら盛り上がり隊の活動をしている人も多いので、大き
なエネルギーをかけなくても実現できる活動である
ことも、活動を続けられる大切な要因だと思います。
○これまでとこれからの取り組み
　�　FLAT HACHINOHEを会場に「ラジオ体操」
を開催したときには、多くの人に参加していただ
き、本当に驚きました。「お久しぶりです」「お元気
でしたか」などと嬉しそうに声を掛け合う皆さん
の様子をみていると、こんな時期だからこそ交流
の場を作ることが大
切だと感じました。
これからも、楽しみ
ながら、盛り上がり
隊の活動を続けてい
きたいと思います。
問盛り上がり隊事務局 市街地整備課Ｔ43-9128

ラジオ体操の様子ラジオ体操の様子

問市美術館Ｔ45-8338

美術館だより美術館だより 5新

�令和3年11月開館予定の八戸市美術館の館長に、日本大学理工学部建築
学科教授で建築家の佐藤慎也氏が就任しました。佐藤館長の専門分野
は、芸術文化施設の建築計画。建築とアートの関係を模索する中で、こ
れまでさまざまなアートプロジェクトに携わってきました。
これからの美術のあり方と、それを実現する仕組みづくり。それらを一
体的に捉える建築家ならではの視点で、「人」を主役にした新しい美術
館をリードする、心強い存在です。

〇館長からのご挨拶
はじめまして、この度、八戸市美術館の館長に就任いたしました。
八戸では、さまざまな新しい文化的な試みが行われており、それを当た
り前のように楽しんでいる皆さんが生活しています。そんな八戸には、
今までになかったような新しい美術館のあり方がふさわしいと考えて
います。美術館に行くと、アートを観るだけでなく、自分たちもアート
に関わることができる、そんな日常的な作品と人との出会いの場を目指
しています。アートを介して世界と出会うことのできる、そんな場とな
るでしょう。開館を楽しみにしていてください。

建築家 佐
さ と う

藤 慎
し ん や

也氏が館長に就任!


